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三
月
定
例
会
が
二
月
二
十
七
日
か
ら
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
上
程
議
案
は
、
三
十
年
度
補
正
予
算

や
三
十
一
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正

な
ど
で
、
三
月
二
十
日
、
本
会
議
最
終
日
に
議
案

の
決
議
を
行
い
ま
し
た
。
職
員
給
与
の
特
例
（
カ

ッ
ト
）、
消
費
税
増
税
関
連
の
条
例
改
正
、
環
境

基
本
条
例
の
制
定
、
国
保
等
特
別
会
計
、
議
員
定

数
条
例
（
四
段
目
に
記
事
）
は
賛
成
多
数
、
そ
の

他
は
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

   

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
294
億
5
千
万

円
（
昨
年
比
△
1.5
％
）
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
歳
入
の
多
く
を
占
め
る
地
方
交

付
税
（
昨
年
比
△
3
億
19
百
万
円
、
△
2.5
％
）
、

国
庫
支
出
金
（
昨
年
比
△
2
億
85
百
万
円
、
△

11.8
％
）
の
減
額
幅
が
大
き
く
、
不
足
分
を
基
金

の
取
り
崩
し
や
市
債
（
市
の
借
金
）
で
補
う
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。 

             
 

                           

三
十
一
年
度
の
主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
（
継
続
事
業
）
。 

      

そ
の
他
、
①
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
（
地

方
創
生
に
関
心
の
あ
る
企
業
の
地
域
課
題
解
決

へ
の
支
援
）
に
8
百
万
円
、
②
東
京
23
区
か
ら

の
移
住
支
援
事
業
（
裏
面
に
関
連
質
問
）
に
3
百

万
円
、
③
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事
業
補
助
金

（
雲
南
市
内
に
通
勤
す
る
市
外
在
住
者
が
雲
南

市
に
転
居
す
る
場
合
の
家
賃
補
助
）
に
2
百
万

円
、
等
の
新
規
事
業
が
あ
り
ま
す
。 

 

  

木
次
線
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
は
、
一
月
二
十

九
日
、
石
井
国
交
相
と
面
会
、
木
次
線
存
続
に
向

け
「
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）。 

                      

 

 

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
の
商
業
施
設
の
名
称
が
「
コ
ト
リ
エ
ッ
ト
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
七
月
十
四
日
（
日
）
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
で
「
炉
端
か
ば
」
な
ど
６
店

舗
の
飲
食
店
が
出
店
予
定
で
す
。 

  

雲
南
市
議
会
議
員
の
定
数
を
現
行
の
22
人
か

ら
3
人
減
ら
し
、
19
人
と
す
る
「
雲
南
市
議
会

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
」
の
改
定
案
が
二
十

日
の
最
終
日
に
議
員
発
議
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

定
数
減
は
議
会
に
多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ

な
い
、
新
人
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
、
議
員
が
い

な
く
な
る
地
区
が
出
る
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
の
力
が
弱
く
な
る
等
の
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
同
規
模
（
人
口
や
面
積
）

自
治
体
に
比
し
22
名
は
多
い
、
合
併
後
、
時
間

が
経
過
し
旧
町
村
と
い
う
考
え
よ
り
雲
南
市
と

し
て
一
体
と
な
る
べ
き
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
13
名
、
反
対
8
名
の

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

   

中
林
た
か
し
は
会
派
「
明
誠
会
」
を
代
表
し
て

七
項
目
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
紙
面
編
成
の
都

合
上
、
議
会
最
終
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を

追
加
の
上
、
一
問
一
答
方
式
で
記
載
し
て
い
ま
す
。 

   

問 三
月
で
雲
南
市
立
病
院
の
松
井
事
業
管
理
者
、

秦
副
管
理
者
が
ご
勇
退
に
な
る
。
新
体
制
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

松
井
事
業
管
理
者
の
後
任
に
大
谷
院
長
が
、
大

谷
院
長
の
後
任
に
西
統
括
副
院
長
が
就
任
予
定
。

秦
副
事
業
管
理
者
の
後
任
に
は
合
銀
か
ら
予
定

し
て
い
る
（
原
田
正
俊
現
雲
南
支
店
長
）
。 

答
（
病
院
事
業
管
理
者
） 

大
谷
院
長
な
ら
び
に
西
統
轄
副
院
長
は
当
地

の
医
療
事
情
に
精
通
し
て
お
り
、
人
脈
を
生
か
し

て
病
院
の
充
実
に
あ
た
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

医
療
体
制
面
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
掛
合
診
療

所
の
統
合
、
新
た
に
歯
科
口
腔
外
科
の
開
設
、
糖

尿
病
の
専
門
医
も
島
大
か
ら
常
勤
派
遣
し
て
も

ら
え
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

三
月
定
例
会 

中
林
た
か
し
の
会
派
代
表
質
問 

雲
南
市
立
病
院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31
年
度
当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト 

 

①地方交付税、国庫支出金、地方譲与税は国か
ら地方自治体に譲与される財源です。 

②当初予算は概ね 300 億円弱で推移していま
すが、交付税等は減少の一途です。 
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地方交付税、国庫支出金等が 157 億 7 千万円

と国依存の財源が歳入の半分以上を占めます 

市税
13.4％

39億円

繰入金

4.9％

14億円

その他

4.9％

地方譲与税

3.4％

10億円

国庫支出金

7.3％

21億円

県支出金

6.5％

19億円

市債
16.9％

50億円

依存財源
76.9％

226億円

地方交付税
42.9％

126億円

石
井
国
交
相
に
要
望
書
提
出
1/29 

 

左から山本国会議員、深田議員、岩田議長（奥出雲）、勝田町長（奥出雲）、石井大臣 

 速水市長、森脇議長（松江）、山﨑議長、中林、斎藤国会議員（公明党幹事長） 

（1/29、国交省大臣室にて） 

 

  公債費は市債の返済です 

人件費

14.0％

41億円

公債費

13.5％

40億円

扶助費

12.0％

35億円

普通建

設事業

費

17.0％

50億円

その他

経費

43.5％

128億円

義務的経費

39.5％

116億円

歳入 歳出 
◎
清
嵐
荘
整
備
事
業 

 

13
億
5
百
万
円 

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

9
億
65
百
万
円 

◎
道
路
整
備
事
業 

 
 

2
億
76
百
万
円 

◎
企
業
団
地
関
連
道
路 

2
億
14
百
万
円 
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（
続
き
） 

総
合
診
療
専
門
医
制
度
（
全
国
で
200
人
）
が
で

き
、
県
内
で
は
県
立
中
央
病
院
と
当
院
だ
け
に
着

任
予
定
で
大
変
な
快
挙
だ
。
包
括
ケ
ア
の
推
進
に

大
き
な
力
と
な
る
。
総
合
医
と
専
門
医
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
病
院
に
な
る
と
思
う
。 

34
年
間
、
医
師
と
し
て
充
実
し
た
人
生
を
送
れ

た
こ
と
に
感
謝
す
る
（
一
同
拍
手
）。 

 

  
 

問 中
期
財
政
計
画
に
よ
れ
ば
普
通
建
設
事
業
費

が
四
～
五
年
後
に
は
10
億
円
台
に
激
減
す
る
見

込
。
起
債
頼
り
で
普
通
建
設
事
業
を
進
め
れ
ば
実

質
公
債
費
比
率
が
増
加
す
る
。
ど
う
管
理
す
る
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
ま
で
普

通
建
設
事
業
が
集
中
し
た
。
収
支
不
足
を
起
債
で

賄
っ
た
た
め
、
市
債
残
高
が
平
成
三
十
二
年
度

381
億
円
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
財
政
指
標
の
実

質
公
債
費
比
率
は
平
成
三
十
五
年
度
に
13.

0
％

と
想
定
し
て
い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％

を
超
え
る
と
協
議
制
か
ら
許
可
制
に
な
る
。
当
面
、

15
％
を
超
え
な
い
よ
う
健
全
化
に
努
め
る
。 

                 

 

  

問 政
府
は
消
費
税
増
税
に
併
せ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
を
予
定
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
策
を
ど
う
進
め
る
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

商
工
会
や
観
光
協
会
、
市
内
金
融
機
関
と
と
も

に
事
業
者
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推

進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

問 本
市
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普
及
し
て

お
ら
ず
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
恩
恵
が
消
費
者
に
も

事
業
者
に
も
行
き
渡
ら
ず
都
会
と
格
差
が
進
む
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
係
る
機
器
導
入
支

援
補
助
金
を
中
小
企
業
庁
が
準
備
中
。
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
商
工
会
と
一
緒
に
取
り
組
む
。 

  
 

問 今
秋
か
ら
始
ま
る
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
本

市
の
負
担
は
あ
る
か
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

保
護
者
の
負
担
が
な
く
な
る
部
分
の
1/4
が
市

町
村
負
担
で
、
三
十
一
年
度
は
全
額
国
費
負
担
と

な
る
予
定
。
幼
稚
園
も
含
め
試
算
す
る
と
若
干
増

え
る
見
込
だ
。 

問 無
償
化
と
言
い
な
が
ら
副
食
費
は
対
象
外
で

保
護
者
負
担
が
増
え
る
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

負
担
が
出
る
の
は
副
食
費
。
保
育
料
無
償
化
に

よ
り
副
食
費
が
保
育
料
よ
り
高
い
場
合
に
負
担

増
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

問 無
償
化
に
よ
り
3
歳
児
の
待
機
児
童
が
増
え

な
い
か
。
更
に
保
育
士
が
不
足
し
な
い
か
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

認
定
こ
ど
も
園
は
受
け
入
れ
可
能
と
判
断
し

て
い
る
。
無
償
化
に
よ
り
土
曜
保
育
の
利
用
増
が

想
定
さ
れ
、
保
育
士
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
土

曜
は
で
き
る
だ
け
家
庭
保
育
を
し
て
貰
う
よ
う

お
願
い
文
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。 

問 新
た
な
保
育
所
建
設
の
考
え
は
な
い
か
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

本
年
七
月
、
ニ
チ
イ
学
館
が
企
業
主
導
型
保
育

園
（
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
島
根
う
ん
な
ん
、
定
員
18
名
）

を
木
次
町
山
方
地
内
に
開
設
予
定
で
あ
る
。 

問 GW
は
10
連
休
に
な
る
予
定
だ
。
保
育
や
学
校

の
教
育
現
場
で
混
乱
は
生
じ
な
い
か
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

県
や
他
自
治
体
と
情
報
交
換
、
施
設
長
会
議
な
ど

で
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
も
相
談
い
た
だ
き
た
い
。 

答
（
教
育
長
） 

小
中
学
生
は
昨
年
の
GW
よ
り
二
日
多
く
な
る
が
、

特
段
の
措
置
を
講
じ
な
く
と
も
支
障
は
な
い
。 

   

問 雲
南
市
総
合
戦
略
で
人
口
の
社
会
増
を
目
指

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
結
果
が
出
て
い
な
い
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

新
年
度
の
各
種
施
策
に
よ
り
進
め
る
と
と
も

に
第
二
次
総
合
計
画
や
次
期
地
方
創
生
総
合
戦

略
の
策
定
に
併
せ
て
進
め
る
。 

問 特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
構
想
と
新

年
度
か
ら
始
ま
る
東
京
23
区
か
ら
の
移
住
支
援

事
業
と
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

移
住
支
援
事
業
は
東
京
23
区
に
居
住
も
し
く

は
通
勤
者
が
雲
南
市
に
移
住
し
、
中
小
企
業
に
就

職
ま
た
は
起
業
す
る
者
が
対
象
。
世
帯
で
の
移
住

は
100
万
円
、
単
身
者
に
は
60
万
円
を
支
援
す
る
。

事
業
組
合
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。 

 

 

 

問 ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
正
確
か
。
ま
た
、
イ
ン
ク

の
薄
れ
で
判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。 

答
（
統
括
危
機
管
理
監
） 

千
年
規
模
で
想
定
さ
れ
る
警
戒
区
域
、
指
定
避

難
所
の
変
更
等
を
盛
り
込
み
早
期
に
作
成
す
る
。 

問 災
害
時
に
、
ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
、
掛
合
の
入
間
で
は
ラ
ジ
オ
が
、
海

潮
の
沢
池
で
は
携
帯
が
つ
な
が
り
に
く
い
。
市
内

に
は
ま
だ
不
感
地
帯
が
多
く
対
策
が
必
要
だ
。 

答
（
統
括
危
機
管
理
監
） 

携
帯
電
話
の
不
感
解
消
に
む
け
事
業
者
に
要

望
を
行
い
鉄
塔
37
基
を
設
置
し
た
。
ラ
ジ
オ
は

ケ
ー
ブ
ル
TV
で
の
再
送
信
や
デ
ー
タ
放
送
の
受

信
が
可
能
。
引
き
続
き
改
善
に
努
め
る
。 

   

問 ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
次

期
車
両
の
整
備
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
だ
。 

問 昨
年
末
の
県
議
会
で
、
高
橋
県
議
の
ト
ロ
ッ
コ

列
車
に
関
す
る
質
問
で
県
は
「
地
元
で
方
針
が
定

ま
っ
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
ト
ロ
ッ
コ

列
車
に
つ
い
て
方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
改
造
に
つ
い
て
、
沿
線
自
治

体
に
加
え
島
根
県
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
う
。 

問 存
続
に
向
け
業
務
委
託
駅
や
沿
線
住
民
が
頑

張
っ
て
い
る
。
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

木
次
線
利
活
用
推
進
協
議
会
が
助
成
金
制
度

を
設
け
支
援
し
て
い
る
。 

 

 

今
冬
は
比
較
的
穏
や
か
で
雪
害
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
選
挙
の
年
、
二
十
一
日
か
ら

知
事
選
が
始
ま
り
ま
し
た
、
二
十
九
日
か
ら
は
県

議
選
も
始
ま
り
ま
す
。
咲
き
始
め
た
桜
で
す
が
、

ゆ
っ
く
り
花
見
を
す
る
時
間
が
な
さ
そ
う
で
す
。 

財
政
規
律 

消
費
税
増
税
関
連 

保
育
料
無
償
化 

定
住
対
策 

木
次
線
対
策 

災
害
対
策 
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